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Relaminarization　propertics　of 　the　tUrbulent　bcundary　layef　by　a　sink −flow　were 　experirnentally 　investigatod．　Lateral
and 　transverse　correlation 　hot−wire 　probes　and 　a ）C−shaped 　probe　were 　used ．　In　the　coherent 　st川 c加 re　a皿 alysis 　with

u −level　melh ω ，　latge　ampli 加 de　swecp 　a皿d　ejection 　decreased　With　the　relarninarization 　Within　the　sink −flow　section ．
This　result　shows 　that　tho　downnow 　of　a　high・speed 　fluid　and 　the　upflow 　of 　a　lowspeed　fiuid　were 　pTevented　by 　the

爬 laminarizati・ n．（加 he　oth 。 r　har・d，　th¢ wi 曲 and 　keight・f　coh 。 rent ・vort 。 x　inc爬 ased 　With　the　Telaminarizati ・ n　Within

the　sink 』 ow 　soction ．　This　variation 　of 　the　cohcrent 　yortex 　affected 　an 　cxtent 　and 　an　intensity　ofthe 　coherent 　structU 脆 ．

1 ．緒書

　乱流を1圓 王力勾配の もとで加速す る と， 次第に層 流に近い 特性

を示す よ うに な り，「再層流化」，「逆遷移」 と呼ばれ て い る．これ

まで 再層流化 につ い て い くつ か研究が行われ てきた，中でも乱流

境界層中の組織渦が再層流化に よ っ て どう影響を受けるか に っ い

て は興味が もたれ る．

　本研究 は この再層流個 こ よる組織渦 の横方向 ， 及び壁垂直 方向

の ス ケ
ー

ル変化 に つ い て横速度相関係数の変化か ら考察する，ま

た再層流化 が組織構造に及ぼす影響につ い て も考察す る．縮小形

状は，直線的で 主流の 加速度合い が一定 となる sink 　fl〔rv と した．

2 ．実験 装置及び実験 方法

　実験装置は 全長約 1（  の 吹出型風 洞で，測定部は 図 1に示 す よ

うな全長   の 測定用平板 とそれ に 向か い 合 う下側 の 圧力調整板

か らなる，圧 力調 整板を途中か ら直線的に測定用 平板に近づ け

曲 kfiow を実現す る．流路縮小開始位置 で あ る，平板前縁か ら

2黜   下流で の 平板 上の 中心を座 標原 点とす る、流 れ方向座標

x は流路縮小開女罐 置におけ 6ifili7界層厚さ酷 33  ）で 鰍 元化

して示 す．測定は 直径 5ym 長 さ 1mm の タ ン グ ス テ ン線を 2 本

z 方向に隔 て た z 方向相関 1型熱線プ ロ
ーブ，同様に y 方 向に 2

本隔 て た y 方向相関 1型熱線プ ロ ーブ 及び x 型熱線プ ロ ーブ を用

い ，原 点におけ る主流速度と馬に基づ く Re＝11198として行 っ た．

熱嚇出力はサン プ リン ク周波ta　10kHz，サン プ リン グ時間％ 秒 で

AID 変換さ払 処 理 された．

3 ．実験結果及び考察

　図 2 に舌腱 竟界層が十分に発達 して い る と思われ る 断面（x 燭
＝

−27．2）と曲 k 皿ow 最下流 断面（x ！OS・’9、1）における横 速度相関 係数 g

x

Unlt： mm 　except 　x／δ・

Fig　l　C   且91」圃 en 　offlowfieldandcocriinate 　systern

の 境界層厚さ方向〔y
＋

で 示 す）及び横方向（熱線受感部の横方向間隔

’で示 す）へ の 分布の 壁面近傍び≒0〜100）にお ける等値線を示す．
壁近 くの 負の 相関の 強レ領域が x1 　eq＝　

−272 で は ド≒ 60 に存在 し

たの に対 し，x 〆貯 9 ．1で は i≒ 110に 遠ざか っ た．ゆえに 再眉流

化に よ り組織渦の 横 方向ス ケール が増加 して い る こ とがわかる．

さらに，こ の 負の 相関領域の ゾ方向へ の広 が りをみ る と，x ！OS−

−272 で は y
＋

≒ Ioまで しか及 んで い なか っ たの に対 」 xfa 疑 g．1
で は y

＋
≒ 30 まで 及 ん でお り，再層流化に よ り組織 渦の 垂直方向

ス ケ
ー

ル も増加す る．

4 ．結言

　再層流化 によ っ て壁面近 くの 組織渦の 横方向及び垂直方向 ス ケ
ー

ル が増加す る．これ に よ り組 織構造は 弱体化す る．

　壁 面近傍 で はス イ
ー

プ，少 し離れた位 置 ではイ ジ ェ クシ ョ ン の

減少 が顕著で ある．高速流体の 下降及び低速流体の 上昇が妨げ ら

れ てい る．

　組黼 造 は壁面近傍 では 下流上方 に傾 くが，再層流化に よ りこ

の 傾きが増加する．壁面か ら離れ るとこの 傾きはな くなる．
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Fig　2　Lateral　velocity α副 a丘〔m 　ooediCient （y
＋

≒0〜100）
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